
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

「堀切地区まちづくり検討協議会」は関係町会長・商店会長、「堀切地区まちづくり勉強会」は住

民有志で構成されています（平成18年度結成）。 

勉強会では「防災」、「地域活性化」、「橋梁架替とまちづくり」の３テーマごとにグループをつくり

「堀切地区まちづくり構想（案）」の作成に向けて、定期的に集まり、話し合いを行っています。 

●これらからの取り組み 
これまでの検討成果を取りまとめて区へ提案し、具体的なまちの整備やまちづくりの実践に取り組んでい

きます。 

※各グループの検討の視点は裏面です

 協議会 
勉強会の
立ち上げ 
（H18） 

堀切地区では、より良いまちを目指して、「検討協議会」と「勉強会」を立ち上げ、「防災」、「地域活性

化」、「橋梁架替とまちづくり」の３つの視点からまちづくりの検討を進めています。 

堀切一丁目～五丁目を含む約121haの区域です 

ままちちづづくくりりのの取取りり組組みみがが始始ままっってていいまますす！！！！  
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 話し合いのほか 
様々な活動を 
行っています！ 

住民の皆さんと 

意見交換会を 

開催 

●検討協議会、勉強会とは？ 

まちづくりの検討 

 
防災 

活性化 橋梁 

 今はここです！ 
 

● 具体的なまちの 
整備を進めます！ 

● まちづくり活動を 
実践します！ 

ま
と
め 

まちづくり構想（案） 

として区へ提案 

【募集】まちづくりを一緒に考えませんか？ 

勉強会では一緒にまちづくりを検討してくださる方を募集して

います。参加希望の方は裏面の連絡先までご連絡ください！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～堀切地区のまちづくりに関する問い合わせは、以下にお願い致します～ 

堀切地区まちづくり検討協議会 事務局
葛飾区 都市整備部 街づくり推進課（加藤、石田、浅野）

代表 03-3695-1111（内線2508） 

直通 03-5654-8391 

防災まちづくりに取り組もう！ 

【なぜ防災まちづくりが必要なの？】 

○堀切は、消防車が通れない狭い道路が多く、建物が密集し、公園・広場も少ないため、震災が起こる

と、安全な避難や迅速な消防活動が難しく、火災の延焼等で大きな被害を受ける心配があるからです。

【堀切の防災まちづくりのポイント】 

○下町風情を感じる今のまちの雰囲気は、将来にわた

って大切にしていきたい魅力です。堀切では、震災

によって、今のまちの魅力を失うことなく次世代へ

継承するために、防災まちづくりに取り組みます。 

橋梁架替の機会を活かしてまちづくりに取り組もう！ 

【なぜ、まちづくりが必要なの？】 

○ 堀切では、国土交通省による「京成本線荒川橋梁架替事業」が予定されています。 

○ この事業は、橋梁部分の堤防のかさ上げを目的に橋梁と線路を北側に移設するもので、まちには様々

な影響が生じますが、その反面、この事業によって様々なまちづくりの資源も得られそうです。 

○ そこでこの事業の機会を、逆に堀切の良好な環境づくりに活かす方法を検討することにしました。 

【橋梁架替の機会を活かしたまちづくりのポイント】 

○ 最大のポイントは、橋梁架替事業によって線路が高架化され、これまで土盛で分断されていた線路

南北の地域がつながることで、そのメリットを最大限に活かしたまちづくりを考えていきます。 

○ またこれを機に、地域で積極的に駅周辺の環境改善に取り組むことも考えられます。 

 

地域活性化まちづくりに取り組もう！ 

【なぜ活性化まちづくりが必要なの？】 

○堀切の風情をつくっている“まちの成り立ちや歴史”や、地域で人が 

活動することで生まれる“まちの活力”を大切にし、魅力と活力ある 

“暮らしがいのあるまち”であり続けたいと考えたからです。 

【堀切の地域活性化まちづくりのポイント】 

○堀切を暮らしの舞台とする人が満足できる、暮らしやすい、暮らして楽しい、暮らし続けたくなるま

ちづくりを目指し、次の点を大切にしながら、地域活性化まちづくりに取り組みます。 

・堀切の成り立ちや自然の魅力が感じられる、今のまちの姿を活かそう 

・堀切のなりわい活性化を、「暮らし」の視点から考えていこう 

・高齢者が暮らしやすい環境づくりと、若い世代が入ってこられる・定着できる環境づくりの両方を考えよう 

・まずは、住んでいる人が堀切の良さを知ろう（外の人には自然と伝わっていく） 

３つの視点から検討しています！ 

 

 

今のまちの雰囲気
を残し、活かしな
がら防災まちづく
りを進めます。 


